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第 3期竹島問題研究会の運営(案)について 

                           H24.10.28 総務部総務課 

 

１．研究内容 

（１）竹島問題に関する客観的な研究 

   ①史実や資料に基づく研究の強化 

    ・第 3国の資料の活用 

    ・全国への資料の呼びかけ 

・地元隠岐の資料調査 

   ②戦後の日韓関係における竹島問題 

    ・サンフランシスコ平和条約・日韓国交正常化などにおける竹島の取り扱い 

    ・韓国側の竹島問題への対応の変遷 

 

 

（２）竹島学習の推進のための検討  

   ①小中高一貫した学習の検討（指導案の作成・見直しなど） 

   ②具体的な内容は、教育関係の分科会（教育者会議との連携など）で検討 

 

 

（３）竹島問題啓発資料の作成 

   ・（例）「竹島問題に関する 100 問 100 答」（仮称）制作 

    （わかり易い啓発資料・調査研究や Q&A の集大成） 

参考例：独島 100 問 100 答（韓国作成）、北方領土 100 問 100 答 

 

 

２．スケジュール 

・10/28（日）   第 1 回研究会の開催 

・H25. 2 月～3月  第 2 回研究会の開催 

・H25.12 月       中間報告書の作成 

・H26.12 月       最終報告書の作成 

設置期間：平成２４年１０月～２６年１２月（２年間）、10 回程度開催  


